
大阪府堺市保健医療協議会　部会審議概要
（令和元年度~令和2年度）

令和元年度　第１回　救急医療体制調整部会・・・・・・・２

令和２年度　第１回　救急医療体制調整部会・・・・・・・４
令和２年度　第１回　医療・病床部会・・・・・・・・・・６
	会議の名称
	令和元年度　大阪府堺市保健医療協議会　第１回　救急医療体制調整部会

	開催日時等
	日時：令和2年3月26日（木）午後2時～午後2時53分
場所：堺市役所　本館6階　健康部会議室
※新型コロナウイルス感染症への感染対策として、報告のみの案件は資料の手渡しのみとし、承認案件、内容を特に説明する必要がある案件のみ審議を行った。

	議題
	１．「傷病者の搬送及び受入れの実施基準＜堺市圏域版＞」の改正について
２．堺市二次医療圏における救急搬送の現況について
３．ORION（大阪府救急搬送支援・情報収集・集計分析システム）の現状について
４．夜間・休日合併症支援システムの利用状況について
５．大阪府「傷病者の搬送及び受入れの実施基準」について
６．大阪府における小児外傷救急医療体制について
７．その他

	会議の概要
	議題１．「傷病者の搬送及び受入れの実施基準＜堺市圏域版＞」の改正について
　資料に基づき、堺市健康福祉局健康部健康医療推進課から説明
　　＜改正内容＞

　　・医療機関リストの「堺温心会病院」を「堺平成病院」へ名称変更

　　・医療機関リストの重症初期対応医療機関に浅香山病院を追加
　議案の関係者として、浅香山病院田原一般科院長から自院の現状について説明
【審議結果】
　上記改正内容で、「傷病者の搬送及び受入れの実施基準＜堺市圏域版＞」を承認
（意見等）

　特になし
議題５．大阪府「傷病者の搬送及び受入れの実施基準」について
　資料に基づき、大阪府健康医療部保健医療室医療対策課から令和2年度にORIONのシステム改修に合わせて、大阪府実施基準の改正を検討している旨を説明
　　＜主な改正内容（予定）＞
　　・脳卒中を疑う症状について症候学を参考に改編する。
　　・「脳血栓回収術」を特定機能として追加する。
　　・軽症傷病者に対応する診療科目を再考する（整形外科や消化器内科等の追加）。
　　・小児のバイタル基準を、国際基準を参考とし再考する。
　　・定期的な医療機関リストの更新について明記
（意見等）

　○血栓回収術など血管内治療ができる医師が、24時間365日一医療施設で対応できるわけではないので、ORIONを使って、時間対応も含めて可視化していけば搬送を受けてもらえやすいだろうと思う。
議題６．大阪府における小児外傷救急医療体制について
　資料に基づき、大阪府健康医療部保健医療室医療対策課から「大阪府における小児外傷救急医療体制に関する提言書」について説明
　・平成31年2月「小児外傷救急医療体制に関する検討会」が設置され、「大阪府における小児外傷救急医療体制に関する提言書」を策定。

　・例えば、二次救急において、小児科医や外科系医師が小児外傷患者の診療が行えるようにならないか等、病院前救急から三次救急ごとの階層に分けて、現状と課題を分析し、今後の対応策をまとめ取り組んでいくこととしている。
（意見等）

○小児に限らず、けがをされた患者さんの救急の受入れをする場合、診療科ごとで受けるというのはなかなか難しい。そこに、乳幼児などが入ってくると、ますます受けづらいということになるので、地域あるいは病院の中でも、小児科医や各外科系の医師たちが連携をして受けられる体制を組んでいく必要がある。
議題２．堺市二次医療圏における救急搬送の現況について
議題３．ORION（大阪府救急搬送支援・情報収集・集計分析システム）の現状について

議題４．夜間・休日合併症支援システムの利用状況について

資料を配布し、説明は省略した。意見がある場合は、後日事務局宛てにご連絡いただくようお伝えした。

（意見等）

　特になし
議題７．その他
　特になし




	会議の名称
	大阪府堺市保健医療協議会　第１回　救急医療体制調整部会

	開催日時等
	日時：令和2年10月27日（火）午後2時～午後3時30分
場所：フェニーチェ堺　2階　多目的室
※承認が必要でかつ内容を特に説明する必要がある案件（議題１）があったことから、感染対策を行ったうえで、対面にて会議開催。

	議題
	１．「傷病者の搬送及び受入れの実施基準＜堺市圏域版＞」の改正について

２．堺市二次医療圏における救急搬送の現況について

３．ORION（大阪府救急搬送支援・情報収集・集計分析システム）の現状について

４．夜間・休日合併症支援システムの利用状況について

５．その他

	会議の概要
	議題１．「傷病者の搬送及び受入れの実施基準＜堺市圏域版＞」の改正について
　資料に基づき、大阪府健康医療部保健医療室医療対策課及び堺市健康福祉局健康部
健康医療推進課から説明。説明の概要は、資料２－１のとおり。
（その他関連資料：参考資料４）
【審議結果】
　上記改正内容で、「傷病者の搬送及び受入れの実施基準＜堺市圏域版＞」を承認
（意見等）

○学会で基準が示されているコンプリヘンシブ・ストロークセンターというのは、血栓回収術ができる認定医を基本に患者を24時間365日受入れられるような体制だが、それについては手を挙げられない圏域もありハードルが高い。そのため、大阪府では、「血栓回収術」ができるかどうかということと、曜日、時間帯を示してORIONをうまく使うことで体制を確保しようとしているものと認識している。
○重症初期対応の定義というのはＣＰＡ（心肺停止）に限ったということではない。非常に重篤だが、どのような病気かわからないものも含まれる。例えば循環器や消化器など特定の機能は対応できるが、どのようなものでも診られる体制が難しい病院は、なかなかこの重症初期対応には手を挙げにくい。
議題２．堺市二次医療圏における救急搬送の現況について

　資料に基づき、堺市消防局救急部救急ワークステーションから説明
　・人口10万人当たりの救急出動件数は、堺市消防管内は全国と比較すると約1.3倍高い。年齢別の救急搬送人員は、65歳以上の高齢者が60%を越えている。
　・救急告示病院の平均応需率は、26年度59.7％であったが、令和元年度では69.7％と改善傾向がみられた。
　・三次救急医療機関への搬送は、令和元年度593人であり、その82．9％を堺市立総合医療センターの救命救急センターに搬送している。
（意見等）

　特になし
議題３．ORION（大阪府救急搬送支援・情報収集・集計分析システム）の現状について

　資料に基づき、大阪府健康医療部保健医療室医療対策課から説明
　データ解析、考察途中であり、本議題の資料及び説明は非公開とする。資料が完成次第、改めて大阪府堺市保健医療協議会及び救急医療体制調整部会に報告する。
議題４．夜間・休日合併症支援システムの利用状況について

　資料に基づき、堺市健康福祉局健康部健康医療推進課から説明
　・夜間・休日精神科合併症支援システムの日数別利用実績はほぼ横ばいであり、年間の約半分の日数でシステムが利用されている。
　・堺市圏域での年間の利用件数は、平成30年度と令和元年度を比べると若干の減少傾向が見られる。
　・堺市二次医療圏の救急告示病院（一般科）21病院に対してシステムを利用している病院は6病院、約29％が利用している。
　・合併症支援病院側から受入れ可否を伝えるまでの時間は30分以内が約80％を占めているが、1時間以上かかるケースもある。利用される医療機関にとっては結果までに、ケースによっては時間がかかる状況がある。
（意見等）
○現状、問題なく運用できているが、新型コロナウイルス感染症のことが出てきて、少し利用が減ってきている傾向はある。
○システムがだいぶ知られてきて、受入れの際も医師同士で話し合っているので、大きなトラブルはないように思う。
議題５．その他

　特になし



	会議の名称
	大阪府堺市保健医療協議会　第１回　医療・病床部会

	開催日時等
	書面開催
期間：令和２年１１月１２日（木）～１１月１９日（木）

	議題
	１．救急病院等に関する更新について
２．令和２年度「地域医療構想」の進め方について
３．新たな病床機能の再編支援について
４．その他

	会議の概要
	議題１．救急病院等に関する更新について
　説明の概要は、資料２－１のとおり。
【審議結果】
　令和２年度　救急告示病院として更新申請があった14病院を承認
（意見等）
　特になし
議題２．令和２年度「地域医療構想」の進め方について

　資料に以下の説明を記載（関連資料：参考資料１及び参考資料２）
　・新型コロナウイルス感染症の感染状況に鑑み、病院連絡会の開催は中止。ただし、例年実施している病床機能報告対象病院に対する病院プラン調査は実施していく
　・各病院から提出された病院プラン調査については、12月～1月に開催予定の第２回医療・病床部会にて報告し、本協議会にも報告する予定である。
（意見等）
○地域医療構想を公平に実現するために、すべての病院が病院プラン調査を提出するように行政から指導を願う。
議題３．新たな病床機能の再編支援について
資料に以下の説明を記載（関連資料：参考資料３）
・厚生労働省において、地域医療構想の実現を図る観点から、地域医療構想調整会議（本協議会）等の合意を踏まえて行う自主的な病床削減や病院の統合による病床廃止に取り組む際の新たな財政支援制度を構築した。
・これらの支援メニューに関して、医療・病床部会に報告するとともに、大阪府において市内の各病院・有床診療所に利用意向調査を行ったことから、その旨を報告。
（意見等）
○厚生労働省の資料を見ると、病床削減に財政支援を行うという。コロナ禍で、経営困難に陥った医療機関に十分な財政支援を行わず、やむなく病床削減を後押しするような政策に疑問を感じる。
議題４．その他
　特になし



資料３
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